
 

 

 銀 色 の 道 
    「智」と「心 」 

  学志舎 塾長 山田勝登 

 
 Ｖｏｌ．１５のトピックス 

◇ 受験生へ. 

◇ 近隣諸国問題 

◇ 編集後記 

 

こんにちは。１年ぶりの「銀道」です。 

 前回から、１年が過ぎてしまいました。

ブログに時間を取られ、○〇に時間を取

られ、なんて言ってたら、言い訳のオン

パレードになります。 

 この前書きも、実はＧＷに最初、お盆

に２回目、正月に３回目…なんと３回も

書き始めてはそのあとが続かなかったの

です。 

よくわかりました。書けなかった理由

は一言「書かなくてはならない」という

気持ちです。「書きたい」じゃなかったん

ですよね。「want to」じゃなくて「have to」 

だったのです。何のために書いてるの

か？その目的がしっかりしてなかった。

そのために何かに書かされているような

気分に陥っていたんですね。 

今は「書きたい！」と思っています。 

目的は、私の考えをあなたに知ってもら

いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージを送りたい。そういう思いで

す。 

書いている、いやキーボードを打ってい

る間に、べつのことを考えはじめるかも

しれませんが…。 

 授業の最後に、突然話をすることがあ

ります。私が、何かに遭遇して、強烈に

思ったことを、心の奥底からこれが大切

だと思ったことを、まだその気持ちが熱

いうちに、タイムリーに伝えたくて、あ

なたに話しています。 

 先月話したこともそうですが、切り口

は違っても実は根っこは全部同じなんで

すよね。 

 「勝組」「負組」じゃなくて、あなたに

「幸組」に入ってもらいたい。２年前の

新年度説明会に話しました。「主役はあな

た」。でも脇役が輝かなくては、主役のあ

なたの輝きはない。だから、人の役に立

つ、周りの人を喜ばせることのできる人

になろう！なんですよね。 

「銀道vol.15」１年ぶりに発進します。 
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     ◆受験生へ◆ 

 

 先日こういうことがありました。中３生

のＡさんが、学校での懇談でショックを受

けてきました。担任の先生に言われたそう

です。 

 

「この成績で△△高校に合格した生徒は

いません」 

 

Ａさんは気分が滅入って、「やる気がなく

なった」と言いました。そうでしょうね。 

そのあと何のフォローもなかったと言い

ますから、最後の通牒を突きつけられた気

分ですよね。 

そこで、学校の実力テストを塾長に見せ

て、話をしてもらってきなさいと、お母さ

んに言われたのです。 

 私は言いました。「確かに学校の先生の

言うように、この成績では〇〇高校へは行

けない。でも、これって、１月の最初の点

数やろ？入試はいつや？ 

Ａの実力は２カ月後もこのままなのか？

よく見てみ。この３回の実テでの平均点と

Ａの点。実際の点数では分かりにくいが、

毎回２０点ずつ平均点と比べると上がっ

ていってるやろ。２ヶ月後の入試の時にま

た上がとったらどうや。今まで頑張っとっ

たら、この先さらにグ～ンと上がる可能性

はあるやろ。志望校を下げるのはいつでも

下げれる」 

 

 

 

 

 

 現実をそのまま言うのは悪いとは言い

ません。しかし、気が滅入るような話だけ

で、何のフォローもないのはいただけない

と思います。 

 だったら、その中学校では、その高校に

最低点で入った生徒は、開校時の一等最初

の生徒で、その後その点を下回る生徒は、

出ていないとでも言うのでしょうか？ 

 

    
 

 私も高校時代経験があります。大学受験

の願書を出す時期に、母親が地元の私立大

学も受験してみてはどうか、と言い始めた

のです。その時は、母は何を言い出すのか

不思議でした。もちろんどう転んでも合格

するその大学には、例え全部失敗しても行

く気がなく、受験料の無駄なので断りまし

た。 

 大学生になって帰郷した時にその理由

がわかりました。担任の先生に言われたの

です。「全部落ちるかもしれません」 

 

 担任のその根拠はあまりにも馬鹿げて

いました。  
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なんと、全滅の可能性の根拠は、３年生に

なってからの模試の平均点だったのです。 
 私の本格的な受験勉強は、運動会が終わ

ってからでした。（こんな受験生では全く駄目です

よ！）10 月からは、毎日どんなに少ない日

でも２桁、睡眠・風呂・トイレ・食事以外

は、いや、トイレでも、学校のお昼も弁当

を食べながらやっていましたね。毎日１４，

５時間はやっていたと思います。その結果 

が模試に反映され始めたのは年末からで

す。最後は急カーブで上昇していきました。 
  
私の担任はその時の私の状態なんて、全

く見てなかった…。過去問をやった感覚と

しては、志望大学だけはまだとらえきって

なかった。やっと五分に戦えるかな、とい

う感んじで、その他の大学は、絶対に合格

すると自信があったんですがね。 
 
しかし担任は、母に１学期からの平均を

示して「全部ダメかもしれない」。 
母は戦後間もない頃から中学の数学の

教師をしていました。そんな母でさえ、私

に考えられないことを言ったのですから、

教師の言葉って、相当な重みがあるんです。 
 
しかし、１クラス３～４０人もの生徒を

持っている教師に、一人ひとりの状況を細

かく把握するということは、難しいのかも

しれませんね。 
小人数の小さな塾だからこそ最後まで

過去問、予想問題などをやりながら、その 

 
 
 
 
 

生徒が上り調子なのか、下り調子なのかが

判断できるのです。そこに、個人塾の存在

意義があるのかもしれません。 
 だから、過去には担任に「無理」と言わ

れたにもかかわらず、ＧＯサインを出し、

合格した例がいくつもあります。（砕け散る

覚悟の特攻隊ではなく、高い確率で合格できると自信

を持って送り出す生徒のことです） 
 下げるのはいつでも下げられます。合格 
できる高校に、早く下げた生徒は、高い確

率でモチベーションが落ち、勉強しなくな

ります。そりゃあそうですよ。しゃかりき

にならなくても受かるんですから。人間だ

れだって、楽したいもんですから。 
 
 学校の先生も大変だとは思います。 
長男が通う中学校で、自分のバカ息子の

ことは棚に上げて、何も悪くない先生に、

思いっきりあたっていたお母さんを見た

ことがありますので。 
 先生に直接、どころか、教育委員会にさ

えわけのわからん電話をするモンスター

ペアレントが跋扈する時代に、石橋を百回

たたいて大丈夫！というようなことを言

うのも分からないではないですが…それ

でも、生徒との信頼関係を考えて、言い方

とか、言う内容、それは吟味しないといけ

ないと思いますね。 
 
 さて、昨年の１１月、北方にてうちの塾

ではおなじみ、「ツキを呼ぶ魔法の言葉」 
で有名な、工学博士・五日市剛さんの講演 
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会を聴きに行きました今回で５回目です。 

   
過去4回は７０％くらいの内容は同じだっ

たのですが、今回はガラッと変わっていま

した。その中で心に残った言葉を紹介しま

す。私のブログを読んでくれている方はも

うご存知でしょう。 
 

教えること＝希望を与えること 

学ぶこと＝誠実さを胸に刻むこと 

 

なるほど、と思いました。五日市さんの

言葉通りだと思います。 

我々のような教育に関係する者は、肝に銘

じて仕事をしなくてはいけませんね。 

 

さて、以下の文章をご存知の方もいるかと

思います。 

私も久々に、目にしましたので、掲載しま

す。 

 

 

 

 

 

 

もし、こんな銀行があったら、あなたは

どう利用しますか？それは、奇妙な銀行で

す。この銀行におカネを預けても、利子も

付きませんし、お金を借りることもできま

せん。しかし、その銀行は、毎朝あなたの

口座へ 86,400 円振り込むと同時に、あな

たの財布に全て引き出され、それをあなた

は自由に使う事が出来ます。しかし、この

お金は「魔法のお金」で、あなたが使い切

っても、使いきらなくても、24時間で消え

てしまいます。そして０時になると、また

86,400円振込まれます。これが毎日続きま

す。 

あなただったらどうしますか。もちろん、

毎日86,400円全額を引き出しますよね？ 

この奇妙な銀行を、実は、私達―人―人

が持っているんです。それは「時間」とい

う銀行です。 

毎朝、あなたに86,400秒が与えられます。

毎晩、あなたが上手＜使い切らなかった時

間は消されてしまいます。それは、翌日に

繰り越されません。それは貸し越しできま

せん。毎日、あなたの為に新しいロ座が開

かれます。そして毎晩、残りは燃やされて

しまいます。もし、あなたがその日の預金

を全て使い切らなければ、あなたはそれを

失ったことになります。過去にさかのぼる

ことはできません。 

あなたは今日与えられた預金の中から

今を生きないといけません。だから、与え

られた時間に最大限の投資をしましょう。

そしてそこから健康、幸せ、成功のために

最大の物を引き出しましょう。時計の針は

走り続けています。今日という日に最大限

の物を作り出しましょう。 
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１年の価値を理解するには、落第した学

生に聞いてみるといいでしょう。 

 １ヶ月の価値を理解するには、未熟児を

産んだ母親に聞いてみるといいでしょう。 

 １週間の価値を理解するには、週間新聞

の編集者に聞いてみるといいでしょう。 

 １時間の価値を理解するには、待ち合わ 

せをしている恋人たちに聞いてみるとい

いでしょう。 

 １分の価値を理解するには、電車をちょ

うど乗り過ごした人に聞いてみるといい

でしょう。 

 １秒の価値を理解するには、たった今、

事故を避けることができた人に聞いてみ

るといいでしょう。 

 10分の１秒の価値を理解するためには、

オリンピックで銀メダルに終わってしま

った人に聞いてみるといいでしょう。 

 

だからあなたの持っている一瞬一瞬を大

切にしましょう。そしてあなたはその時を

誰か特別な人と過ごしているのだから、十

分に大切にしましょう。その人はあなたの

時間を使うのに十分ふさわしい人でしょ

うから。そして、時は誰も待ってくれない

ことを覚えましょう。昨日はもう過ぎてし

まいました。明日は、まだわからないので

す。 

 今日は与えられるものです。だから、英

語では「今」をプレゼント（＝present）

と言います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

有名なチェーンメールの「時間銀行」です。

原文では「円」ではなく「ドル」になって

いますが、子供たちにわかりやすく、「円」

にしました。 

 人生は生まれた瞬間に大きな砂時計を

ひっくり返したようなものです。砂の量は

誰もが有限です。この限られた時間をどう

使うかは、すべて「あなた」に委ねられて

います。落ちていく、小さな砂の一粒一粒

が人生そのものなのです。 

 

    

 

 あなたにも毎日「86,400秒」が与えられ

ています。それを捨てることなく有効に使

い切っていますか？眠りに就く時、悔いの

ない１日だったと自分を褒めてやれます

か？ 

 オリンピックの銀メダリストが知って

いるのは本当は 10 分の 1 秒の価値ではあ

りませんね。金メダリストの名前は世界中

に知れ渡りますが、銀メダリストの名前は

残念ながら記憶されないのです。 

 

その差はたったの100分の1秒でも・・・。 

GAKUSHISYA page5 



      
 
 
     
 
さあ、それをふまえて歩いて行きましょう。 

 

世の中の人は何とも言わば言え。 

わが成すことは我のみぞ知る。 

          坂本龍馬 

    
司馬遼太郎「竜馬がいく」の中の竜馬の言

葉です。 
自分の信念に基づいて、行動しましょう。

周りの声を気にして尻込みしてはいけま

せん。自分の人生を他者に委ねることくら

い愚かなことはありません。あなたの人生

です。けっして他人から与えられるもので

はありません。 
 
楽な道を歩もうとする人は多い 

楽して儲けようとする人も多い 

需要と供給の関係が明らかなように 

そのような人には 

平凡な結果しか待っていない 

      トーマス エジソン 

 
水戸黄門ではありませんが、「人生楽あり

ゃ苦もあるさ」ですよ。山あり谷ありだか

らこそ、振り返ってみたときに懐かしく思 

 
 
 
 
 
い出されるのです。神様はその人が例え谷

に落ちることがあっても、這い上がれるか

らこそ、試練を与えてくれるのです。谷が

深ければ深いほど、その人にはそれだけの

力があるのだと考えてください。我々の行

く道は決して楽な道ではありません。だか

らこそ、非凡な結果が待っている！ 

     
  
振り向くな、振り向くな、後ろには夢がな

い。             寺山修司 

 
魯迅は「君の前に道はない。君の後ろに道

はできる」と小説「故郷」で書いています。 
すでに完成され、整備された道に「夢」な

ど存在しません。自らが切り開いていくか

らこそ「夢」なのです。人が敷いたレール

の上を歩くのではなく、あなたには、未来

をしっかり見据えて、自分だけの道を作っ

ていってほしいものです。 
そのために、最後にとっておきの言葉を贈

ります。 
 
目が前向きについているのはなぜだと思

う？  

前へ前へ進むためだ！ 

             ドラえもん 
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   ◆近隣諸国との問題◆ 

 

１月３１日、火曜日のことでした。至誠

館で生徒から聞きました。長良中の社会の

先生が「従軍慰安婦、靖国問題」等を取り

上げ「日本は謝罪するべきだ」とか「周り

の国々に配慮するべきだ」とか、その様な

ことを話したとか。 

私は３０分くらいそれに関して生徒に

私の知る真実を話しました。 

育真館に帰って、中３生が数人残ってい

たのでその話をすると、本荘中でも同じよ

うなことが…。ところが伊奈波中の先生は、

写真とか資料を見せて、全く逆のことを話

したらしい。日本は悪くない！と。 

 全くもって社会の教師が歴史の真実を

知らずして、子供たちに嘘を教える。恐ろ

しいことです。 

 こんなことを教師がやっていたら、愛国

心など育つはずがありません。挙句の果て

には、国旗掲揚、国歌斉唱時に起立できな

い、そんなとんでもない教師が存在する。

そんなことができないなら、はなから教師

にならなければよい。私が教育委員会のト

ップなら即座に辞任させますね。 

 そんな人たちはオリンピックで、表彰台

に上がった選手が、国旗に頭を垂れ、また

時には胸を張り、自国の国歌を厳かに聞く。

あの姿を見て、きっとなにも感じないので

しょうね。 

 橋下市長が言うことはもっともです。 
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    ◆編集後記◆ 

 

本当は、近隣諸国問題、を書く前に、１ペ

ージだけ「42.195㎞考」という題で、書き

始めていたのです。 

 急きょ取りやめて、このことについて書

いてみました。今、頭から湯気が出ていま

す。 

 私が書いたことが、すべて真実だとは言

いません。直接見たことではありませんの

で。しかし、あまりに不自然で常識で考え

ておかしいことが、まかり通っている事実

にきちんと目を向けなければならないと

思います。 

 

生徒には常々言っています。 

 

「新聞であれ、本当のことを書いてないこ

とがある。特に地方紙のレベルには目を覆

いたくなることがある。今は新聞を読むこ

とから始め、色んな書物を読み、いつの日

か真実を判断できる人になってほしい。」 

 

まずは読みなさいよ！ 

 

  

 

 

 

 

 

これから毎月、「銀色の道」を書きます。 

次回は、今回書けなかった「42.195㎞考」

を書きます。 

その節は、応援ありがとうございました。

皆さまの声に後押しされて、最後まで走り

切ることができたのだと思います。 

 １か月以上たった今でも、フルマラソン

のダメージはきつく、走ることができませ

ん。しかし筋肉が落ちるので週に２，３回、

高橋尚子ロードを歩いています。 

いつか必ず復活して、年末までにはサブ

５に挑戦します！（５時間以内に走ること） 

 

あ～また宣言してしまった。 

 さて、走ることが脳に良いことが、購

読しているランナーズという雑誌に載っ

ていました。次のページにコピーを載せま

すので受験生の諸君、いや皆さん、参考に

してください。 

これを書き終えたら、今度の日曜日から

の「新年度教育説明会」の準備に取り掛か

ります。では説明会でお会いしましょう！ 

お待ちしております。 

  

           塾長 山田勝登 
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